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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第１四半期連結
累計期間

第19期
第１四半期連結
累計期間

第18期

会計期間
自　平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成26年６月30日

売上高 (千円) 1,372,249 1,453,210 6,686,771

経常利益又は経常損失（△） (千円) △89,983 △67,970 43,065

当期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △56,478 △70,093 49,231

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △57,420 △69,372 44,920

純資産額 (千円) 537,288 558,416 641,772

総資産額 (千円) 2,867,528 3,199,058 3,013,822

１株当たり当期純利益金額又
は１株当たり四半期純損失金
額(△)

(円) △13.22 △16.61 11.63

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 18.7 17.3 21.2
 

(注) １.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.　第18期第１四半期連結累計期間及び第19期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりませ

ん。第18期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれる事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成26年９月30日まで）におけるわが国の経済は、政府と日

銀による経済対策、金融対策等により緩やかな回復基調が続いておりますが、個人消費につきましては消費税率引

き上げや物価上昇等の影響により、消費マインドの先行きは不透明な状況が続きました。

　当社は、このような状況の中、平成27年６月期を初年度とする中期経営計画「Revival & Growth 2017」を策定

し、当期からの３ヶ年を業績回復及び向上の期間と位置付け、グループ一丸となって取り組んでおります。当計画

における事業方針としましては、当社グループのコア事業であり、強みを活かせるカテゴリーである生花事業に最

大限注力するものとし、新規事業への投資については、成長性と収益性の期待できる事案に限定することで収益拡

大を図ることとしております。具体的には「ブランド力の再強化」、「継続的な事業発展に向けた経営体制の強

化」、「既存事業の再構築と成長事業の更なる収益力強化」、「徹底したコストダウンによる筋肉質な企業体質へ

の変革」、「人材育成と新たな人事制度構築」をビジョンに掲げ推進しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、1,453,210千円(前年同期比5.9％増)、

営業損失は61,239千円(前年同期は98,927千円の損失)、経常損失は為替差損等の影響もあり、67,970千円(前年同期

は89,983千円の損失)、四半期純損失は投資不動産売却損として28,601千円を計上したこと等により、70,093千円

(前年同期は56,478千円の損失）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 (生花祭壇事業)

生花祭壇事業の売上高は、759,413千円(前年同期比1.6％増)となりました。経済産業省「特定サービス産業動態

統計調査」によると、葬儀業の平成26年７月から平成26年８月までの売上高は92,092百万円(前年同期比2.7％減)、

取扱件数は63,386件(前年同期比4.4％減)と直近の集計ではいずれも減少傾向となりましたが、この数年での傾向と

いたしましては、葬儀単価はやや低下しつつも件数が増加し、売上は拡大している状況です。（同調査は、平成25

年１月分より葬儀業において、一部調査対象の追加等が行われており、平成24年12月以前の数値はリンク係数

（データの比較可能性を確保するために算出した係数）で除した数値で前年比較を行っております）。このように

葬儀業全体では市場は拡大傾向にありますが、葬儀業における各カテゴリー（葬祭専門事業者、冠婚葬祭業者、農

業協同組合、新規参入事業者等）別や地域別にみるとその状況は均一ではありません。特定のカテゴリー事業者や

地域では社会構造の変化に伴い、消費者の価値観やニーズも急激に変化が進んでおり、特に大都市圏において葬儀

の小型化とともに単価の下落傾向が続いております。このような状況の中で、当事業では、生花の調達力を活かし

た低価格商品の開発を進め、プライスリーダーシップを取り、当社独自の市場の開拓を進めております。また、営

業部門では多様なカテゴリーの顧客に対応する提案能力の強化と意識改革の推進を実施しております。その他、原

価低減策や前連結会計年度中における拠点の新設が奏功したこと、また台湾の連結子会社である美麗花壇股份有限

公司（現在清算手続中）による収益圧迫要因がなくなったこと等の結果、営業利益は21,025千円（前年同期は2,442

千円の営業損失）となりました。

　

 (生花卸売事業)

　生花卸売事業の売上高は、前第２四半期連結会計期間中に完全子会社化したマイ・サクセス株式会社の業績を、

前第３四半期より連結損益計算書に反映したこと等により、416,841千円(前年同期比54.8％増)となりました。東京

都中央卸売市場「市場統計情報」(平成26年９年)によると、平成26年７月から平成26年９月までの切花累計の取扱

金額は15,900百万円（前年同期比2.1％減）、数量では255百万本(前年同期比2.3％減)と金額ベース、数量ベースと

もに減少傾向にあります。当事業では、平成26年８月よりマイ・サクセス株式会社へ生花輸入業務を移管する等、
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積極的な業務効率化施策を実施しております。そのような状況の中、円安の影響による原価率の上昇等はあったも

のの、コスト削減策が奏功したことにより、営業利益は30,126千円（前年同期比21.6％増）となりました。

　

 (ブライダル装花事業)

　ブライダル装花事業の売上高は91,675千円(前年同期比13.7％減)となりました。少子化と非婚化の影響を受け、

婚姻件数は減少傾向にあるものの、オリジナル挙式志向の高まり、結婚年齢の上昇等による費用の増加を背景に大

きな市場規模が保持されております。経済産業省「特定サービス産業動態統計調査」によると、平成26年６月から

平成26年８月までの結婚式場業の売上高は25,768百万円(前年同期比7.7％減)、取扱件数は8,711件(前年同期比

10.1％減)となっております。（同調査は、平成26年４月分より結婚式場業において、一部調査対象の追加等が行わ

れており、平成26年３月以前の数値はリンク係数（データの比較可能性を確保するために算出した係数）で除した

数値で前年比較を行っております）。ブライダル装花事業を請け負う連結子会社の株式会社One Flowerでは、平成

26年７月に東京都江東区に「豊洲店」、福岡県福岡市西区に「姪浜店」として、店舗併設の新規拠点を開設、同年

10月には東京都中央区銀座において新たな提携式場が稼働するなど、今後のブライダル装花事業の成長に向け各営

業施策を実行しております。この結果、これらの営業施策による人件費及びその他販売管理費の増加等に伴い、営

業利益は197千円(前年同期比98.8％減)となりました。

　

 (土木・建設事業）

土木・建設事業は熊本市内及びその近郊にて事業を行っております。熊本県内の近年の工事内容を見ると、災害

対策として河川などの維持・修繕工事に加え、安倍政権の経済政策「アベノミクス」による公共投資は増加傾向に

あり、今後もこの傾向は暫く堅調に推移するものと思われます。しかしながら、公共工事の特性上例年第１四半期

は閑散期にあたるため、当連結会計期間は低調に推移いたしました。その結果、売上高は一部繰越工事のあった前

年同期比では減少し、69,474千円（前年同期比63.7％減）となりました。

　また上記に加え、公共工事件数の大幅な増加に伴う資材や人件費の高騰の影響もあり、営業損失は19,902千円

（前年同期は1,216千円の損失）となりました。

　

 (その他の事業）

その他の事業は、システム開発事業及び不動産管理事業、冠婚葬祭に関する企画並びにコンサルタント業務、一

般労働者派遣業を行っております。売上高は115,805千円（前年同期比100.0％増）、営業利益は1,786千円（前年同

期は10,352千円の損失）となりました。システム開発事業は、葬儀関連会社に対する基幹システム、名札書きシス

テム及びモバイル端末を用いた電子カタログや建築事業者に対するＣＡＤシステムの開発を行っております。不動

産管理事業は、不動産の取得、処分、賃借の仲介及び管理を行っております。なお、前連結会計年度より、冠婚葬

祭に関する企画並びにコンサルタント業務、一般労働者派遣業を追加しております。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ185,235千円増加し、3,199,058千円となりまし

た。これは主に現金及び預金の増加によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間の負債は、前連結会計年度末に比べ268,591千円増加し、2,640,641千円となりまし

た。これは主に、短期借入金の増加によるものであります。

　当第１四半期連結会計期間の純資産は、前連結会計年度末に比べ83,355千円減少し、558,416千円となりました。

これは主に、利益剰余金の減少によるものであります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 17,600,000

計 17,600,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,076,000 5,076,000
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株で
あります。

計 5,076,000 5,076,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
― 5,076,000 ― 213,240 ― 133,240

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式　855,700 － －

完全議決権株式(その他)
普通株式　
4,219,800　

42,198
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 500 － －

発行済株式総数 5,076,000 － －

総株主の議決権 － 42,198 －
 

　(注)「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

 
② 【自己株式等】

平成26年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社ビューティ花壇
熊本県熊本市南区流
通団地１-46

855,700 ― 855,700 16.86

計 ― 855,700 ― 855,700 16.86
 

　(注) 上記「自己株式等」は、全て当社保有の自己株式であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

 

第４ 【経理の状況】

 

1.  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。)に基づいて作成しております。

 

2.  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年７月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、監査法人よつば綜合事務所による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 789,374 1,136,490

  受取手形及び売掛金 595,229 534,416

  完成工事未収入金 84,432 27,588

  商品 14,131 14,527

  仕掛品 2,118 4,049

  原材料及び貯蔵品 25,419 20,920

  販売用不動産 - 10,497

  未成工事支出金 1,201 442

  繰延税金資産 28,088 44,565

  その他 102,952 178,571

  貸倒引当金 △12,479 △9,694

  流動資産合計 1,630,468 1,962,372

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 445,431 451,602

    減価償却累計額 △169,414 △174,414

    建物及び構築物（純額） 276,017 277,188

   車両運搬具 202,950 92,342

    減価償却累計額 △139,098 △23,161

    車両運搬具（純額） 63,852 69,181

   工具、器具及び備品 193,353 196,514

    減価償却累計額 △150,551 △155,228

    工具、器具及び備品（純額） 42,802 41,285

   土地 235,091 236,591

   その他 23,057 24,096

    減価償却累計額 △12,499 △12,838

    その他（純額） 10,557 11,258

   有形固定資産合計 628,321 635,504

  無形固定資産   

   のれん 137,342 128,816

   その他 18,246 19,872

   無形固定資産合計 155,589 148,689

  投資その他の資産   

   投資不動産 210,697 16,145

    減価償却累計額 △16,108 -

    投資不動産（純額） 194,589 16,145

   差入保証金 213,053 204,704

   繰延税金資産 38,266 44,578

   その他 169,801 204,617

   貸倒引当金 △16,267 △17,556

   投資その他の資産合計 599,443 452,490

  固定資産合計 1,383,353 1,236,685

 資産合計 3,013,822 3,199,058

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 234,416 187,954

  短期借入金 815,000 990,000

  1年内返済予定の長期借入金 364,710 391,449
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  1年内償還予定の社債 20,000 20,000

  未払金 68,755 78,698

  未払法人税等 39,021 21,379

  賞与引当金 2,800 19,066

  繰延税金負債 457 997

  その他 271,381 287,193

  流動負債合計 1,816,542 1,996,739

 固定負債   

  社債 20,000 10,000

  長期借入金 477,547 531,279

  リース債務 2,253 39,265

  退職給付に係る負債 34,158 35,804

  その他 21,548 27,552

  固定負債合計 555,507 643,901

 負債合計 2,372,049 2,640,641

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 213,240 213,240

  資本剰余金 142,056 142,056

  利益剰余金 456,542 371,678

  自己株式 △178,643 △178,643

  株主資本合計 633,195 548,331

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 281 384

  為替換算調整勘定 5,563 6,173

  その他の包括利益累計額合計 5,845 6,558

 新株予約権 2,731 3,519

 少数株主持分 - 8

 純資産合計 641,772 558,416

負債純資産合計 3,013,822 3,199,058
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 1,372,249 1,453,210

売上原価 1,248,080 1,235,634

売上総利益 124,169 217,576

販売費及び一般管理費 223,096 278,815

営業損失（△） △98,927 △61,239

営業外収益   

 受取利息及び配当金 278 118

 受取賃貸料 4,471 3,470

 為替差益 1,205 -

 その他 10,377 2,272

 営業外収益合計 16,334 5,862

営業外費用   

 支払利息 3,599 4,067

 不動産賃貸費用 1,587 3,774

 為替差損 - 2,294

 その他 2,202 2,456

 営業外費用合計 7,389 12,592

経常損失（△） △89,983 △67,970

特別利益   

 受取損害賠償金 17,438 19

 固定資産売却益 100 1,736

 特別利益合計 17,538 1,755

特別損失   

 固定資産除売却損 1,290 279

 長期前払費用償却 7,857 -

 投資不動産売却損 - 28,601

 その他 - 161

 特別損失合計 9,147 29,042

税金等調整前四半期純損失（△） △81,592 △95,257

法人税、住民税及び事業税 △4,357 △2,869

法人税等調整額 △12,585 △22,302

法人税等合計 △16,942 △25,172

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △64,650 △70,084

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8,171 8

四半期純損失（△） △56,478 △70,093
 

EDINET提出書類

株式会社ビューティ花壇(E05597)

四半期報告書

 9/14



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △64,650 △70,084

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △128 102

 為替換算調整勘定 7,358 609

 その他の包括利益合計 7,229 712

四半期包括利益 △57,420 △69,372

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △52,922 △69,380

 少数株主に係る四半期包括利益 △4,497 8
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日)

減価償却費 20,114千円 20,785千円

のれんの償却額 7,667〃 8,525〃
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月20日
定時株主総会

普通株式 25,740 1,200 平成25年６月30日 平成25年９月24日 利益剰余金
 

（注）平成25年７月１日を効力発生日として、普通株式１株を200株の割合で株式分割を行っています。当該株式分割

を考慮した場合、１株当たり配当額は６円となります。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年７月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年９月22日
定時株主総会

普通株式 14,771 3.5 平成26年６月30日 平成26年９月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

生花祭壇
事業

生花卸売
事業

ブライダル
装花事業

土木・建設
事業

計

売上高         

  外部顧客への売
上高

747,301 269,323 106,195 191,532 1,314,353 57,896 － 1,372,249

 セグメント間の
内部売上高又は振
替高

－ 227,770 1,216 － 228,986 250 △229,236 －

計 747,301 497,093 107,411 191,532 1,543,339 58,146 △229,236 1,372,249

セグメント利益又
は損失（△）

△2,442 24,776 16,003 △1,216 37,121 △10,352 △125,696 △98,927
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発事業と不動産管

理事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△125,696千円には、セグメント間取引消去3,119千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△128,816千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない管理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年７月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

生花祭壇
事業

生花卸売
事業

ブライダル
装花事業

土木・建設
事業

計

売上高         

  外部顧客への売
上高

759,413 416,841 91,675 69,474 1,337,405 115,805 － 1,453,210

 セグメント間の
内部売上高又は振
替高

24 253,684 2,872 － 256,581 9,136 △265,718 －

計 759,438 670,525 94,548 69,474 1,593,987 124,941 △265,718 1,453,210

セグメント利益又
は損失（△）

21,025 30,126 197 △19,902 31,446 1,786 △94,473 △61,239
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム開発事業と不動産管

理事業、冠婚葬祭事業者向け人材派遣事業、並びに冠婚葬祭に関する企画及びコンサルタント事業であり

ます。

２．セグメント利益又は損失の調整額△94,473千円には、セグメント間取引消去15,830千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△110,304千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない管理部門等に係る費用であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△）（円） △13.22 △16.61

　四半期純損失金額（△）（千円） △56,478 △70,093

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △56,478 △70,093

　期中平均株式数（株） 4,271,963 4,220,300
 

(注)前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月13日

株式会社ビューティ花壇

取締役会　御中

 

監査法人よつば綜合事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　神　門　　剛     　 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士　　高　屋　友　宏      印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビュー

ティ花壇の平成26年７月１日から平成27年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年７月１日

から平成26年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年７月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビューティ花壇及び連結子会社の平成26年９月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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